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は じ め に 

 

 

 広島県教育委員会は，視覚障害者，聴覚障害者，肢体不自由者又は病

弱者である生徒に対する教育を行う特別支援学校の中学部において使用

する中学校用教科用図書の選定資料について，広島県教科用図書選定審

議会に対して諮問し，このたび答申が提出されました。 

 この答申に基づき選定資料を作成しましたので，義務教育諸学校の教

科用図書の無償措置に関する法律第 10条の規定により送付します。 

 各県立特別支援学校においては，この資料を参考とし，教科用図書の

調査研究を十分に行い，適正かつ公正な選定を行ってください。 

 

 

 

 

 

  令和元年６月 

 

                        広島県教育委員会 
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選定資料について 

 

 

 この資料は，「中学校用教科書目録（平成 32年度使用）」に登載された教科用図書につい

て，種目別に，２ページに示す観点に基づいて調査研究を行い，特徴を一覧表にしたもの

である。 

 

 

 なお，記載の順序は，教科書目録に登載されている発行者順とし，発行者名は次のとお

り略称で表した。 

 

番号 略 称 発  行  者 番号 略 称 発  行  者 

２ 東 書 東京書籍株式会社 46 帝 国 株式会社 帝国書院 

４ 大日本 大日本図書株式会社 50 大修館 株式会社 大修館書店 

６ 教 図 教育図書株式会社 61 啓林館 株式会社 新興出版社啓林館 

９ 開隆堂 開隆堂出版株式会社 104 数 研 数研出版株式会社 

11 学 図 学校図書株式会社 116 日 文 日本文教出版株式会社 

15 三省堂 株式会社 三省堂 224 学 研 株式会社 学研教育みらい 

17 教 出 教育出版株式会社 225 自由社 株式会社 自由社 

27 教 芸 株式会社 教育芸術社 227 育鵬社 株式会社 育鵬社 

35 清 水 株式会社 清水書院 229 学び舎 株式会社学び舎 

38 光 村 光村図書出版株式会社  

 

 

 

 

 

 

 

 



  

2 

調査研究上の観点等 

 

障害種別 視覚障害 聴覚障害 肢体不自由 病弱 

生
徒
の
実
態 

・ 視力，視野，まぶしさ

等，視機能に障害があ

るため，細部を捉えた

り，図などの全体像を捉

えたりすることに困難が

ある。 

・ 大型の視覚教材の認

知，器具・道具等の使用

や観察，採集，実験，計

測・計量等の学習が困

難であるため，学習環

境の整備，視覚情報の

聴覚情報化，教材・教具

の工夫，視覚補助具等

の指導等の配慮・工夫

が必要である。 

・ 聴覚障害のため，聴覚

を通した情報の獲得や

コミュニケーションの成

立に困難がある。 

・ 音声情報の不足のた

め，言語習得や言語概

念の形成等に困難があ

り，言語の指導に配慮・

工夫が必要である。 

・ 学習において，視覚情

報による情報補完が有

効である。 

 

・ 上肢，下肢又は体幹の

運動・動作の障害のた

め，起立，歩行，書写，

食事，衣服の着脱等，日

常生活の運動・動作に

困難がある。 

・ 随伴する障害として，言

語障害，視覚障害，聴覚

障害等がみられること

がある。 

・ 移動に困難があるた

め，生活経験が不足し

ている生徒も多く，指導

上の配慮・工夫が必要

である。 

・ 病気が長期にわたってお

り，その間継続して医療又

は生活規制が必要であ

る。 

・ 原因となる疾患は，心身

症，神経疾患，悪性新生

物，呼吸器疾患等多岐に

わたっている。 

・ 随伴する障害として，肢体

不自由，言語障害等がみ

られることがある。 

・ 入院のため，生活経験が

不足している生徒も多く，

指導上の配慮・工夫が必

要である。 

調

査

研

究

の

観

点 

内

容

の

取

扱

い

等 

障
害
の
あ
る
生
徒
が
興
味
・関

心
等
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
内
容
等 

・ 視覚障害等，障害の理

解に関わる内容があ

る。 

・ 触覚や聴覚等を活用し

た学習内容がある。 

・ 情報機器の活用等に関

わる内容がある。 

・ 聴覚障害等，障害の理

解に関わる内容があ

る。 

・ 情報機器の活用等に関

わる内容がある。 

・ 実験・観察等の手順及

び用具の扱い方が写真

やイラストとともに説

明された内容がある。 

・ 肢体不自由等，障害の

理解に関わる内容があ

る。 

・ 肢体不自由があっても

学習可能な内容があ

る。 

・ 情報機器の活用等に関

わる内容がある。 

 

・ 病弱・身体虚弱等，障害の

理解に関わる内容がある。 

・ 病弱・身体虚弱があっても

学習可能な内容がある。 

・ 健康に関わる内容があ

る。 

・ 情報機器の活用等に関わ

る内容がある。 

障
害
へ
の
配
慮
を
要
す
る
内
容
等 

・ 文字の色やコントラス

ト等により，視覚障害

への配慮を要する内容

がある。 

・ 空白の欄に記入する課

題がある。 

・ 視覚を重視した観察や

体験等の内容がある。 

・ 視覚以外の方法では鑑

賞不可能な内容があ

る。 

・ 音声を扱った内容があ

る（擬態語，擬音語は含

まない）。 

・ インタビュー活動等，

音声言語によるコミュ

ニケーションを扱った

内容がある。 

・ 学習のめあてが長文で

示された内容がある。 

・ 上肢や下肢の複雑な動

きを必要とする内容が

ある。 

・ 体育的活動や身体表現

を含む内容がある。 

・ 肢体不自由のある生徒

にとって安全への配慮

を要する内容がある。 

・ 空白の欄に記入する課

題がある。 

・ 上肢や下肢の複雑な動き

を必要とする内容がある。 

・ アレルギー等病気に対す

る配慮が必要な内容があ

る。 

・ 体育的活動や身体表現を

含む内容がある。 

・ 校内や学校周辺では学習

できない内容がある。 

表
記
・表
現
及
び
使
用
上
の
便
宜 

・本の大きさ 

・総ページ数 

・単元等の総数 

・文字ポイント 

  本文（通常，最小） 

  欄外（通常，最小） 

・折込ページ数 

・ 要点の示し方 

  囲みの有無 

  着色の有無 

  文字の大きさ（通常，最小） 

  その他 

・写真・図表・グラフ・絵の掲載数 

・書き込み欄の大きさ 

マスの有無 

１マスの大きさ 

  

 

記載上の注意事項 

 

学年及び単元を絞って比較を行った項目は，※で

比較箇所を明示する。 

※による特記のない項目については，学年表記の

あるものを除き，全学年に共通した特徴や全学年の

合計数を記載する。 

 「中学校用教科用図書選定資料」と重複する項目は

省略した。 
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調 査 研 究 種 目 一 覧 

 

 

障害種別 

調査研究種目 
視覚障害 聴覚障害 肢体不自由 病弱 

国語  ○ ○ ○ 

書写 ○ ○ ○ ○ 

社
会 

地理的分野  ○ ○ ○ 

歴史的分野  ○ ○ ○ 

公民的分野  ○ ○ ○ 

地図  ○ ○ ○ 

数学  ○ ○ ○ 

理科  ○ ○ ○ 

音
楽 

一般  ○ ○ ○ 

器楽合奏  ○ ○ ○ 

美術 ○ ○ ○ ○ 

保健体育  ○ ○ ○ 

技
術
・家
庭 

技術的分野  ○ ○ ○ 

家庭的分野  ○ ○ ○ 

外国語（英語）  ○ ○ ○ 

 










































































































































































































































